大阪府温泉資源保護に係る検討委員会報告書の内容にかかる補足説明
　標記の報告書について、計算式や標準曲線等から導かれる数値や計算経過についての補足説明および数値等の訂正を本文の段落ごとに行う。
１　報告書13ページ「 (2)　現況の影響水位推定」の数値計算に関する補足説明

○（本文）
　代表的井戸の現況揚湯量での影響圏800 mにおける影響水位を計算してみた。

大阪市の代表例として、透水係数の比較的大きい大阪市7（地図番号15　大阪市此花区）を取り上げてみた。この井戸の帯水層常数は、
　◎（説明）

　　　影響水位は、ｓ：スモールエスで表す。
　　この影響水位の計算のための揚水試験は、本来、揚水井と離れた箇所に設置した観測井の複数孔の井戸で実施するべきものである。しかし、大阪府域の温泉のような深井戸の場合は、費用・時間の制限から揚水と観測を一本の井戸（掘削された温泉井）で行う場合が一般的である。

○（本文）
T、    　　  4.84×10-2 m2/min

S、    　　　　　  1.11?
r/B、  　　　　　  0.115

影響距離(r、以下これを用いる)   800 m

揚湯量(Q、)                    0.77 m2/min

揚湯継続時間(t、以下これを用いる)　　5.18×105min

◎（説明）

　　以上は、掘削された温泉井での揚湯試験で得られた値と計画量等で、ハンタッシュ－ヤコブの非平衡式による影響水位(ｓ)の算出のための諸元となる。ここで、Tは透水量係数、Sは、貯留係数である。tは年間揚湯継続時間を分に換算したもの。
なお、貯留係数は1以上にはならないため、疑問符を付した（次段で詳述）。
また、「揚湯量(Q、)　 0.77 m2/min」 は 0.77m3/minの誤りである。
○（本文）
S=4Tt/r2(1/u)から

1/u=4Tt/ r2S

 　  =4×4.84×10-2×5.18×105/1.11×6.4×105

 　    =0.14
r/B=0.115は算出されるが、W(u、r/B)はSが大きすぎるために算出できないが、推定値として0.015を得る。

◎（説明）

「Sが大きすぎるために算出できない」とは、貯留係数は1以上にはならないのでW(u,r/B)を直接計算できないということである。
貯留係数とは、揚水試験などで汲み上げられた総水量を帯水層中にできる水位低下体積で割ったものである。帯水層は「水と砂や礫など」から構成されており、そこから揚水される水量は砂や礫の体積分だけ少ないから、比である貯留係数は1以上にはならない。１以上のデータは、大きな漏水や絞り出しなどによって多量の水が帯水層以外から補給されていることを示している。
不圧地下水の場合は帯水層の有効空隙率に等しくなるが、被圧地下水では水位低下体積にあたるものが水圧低下量になるので不圧地下水の場合の数分の一ないし数十分の一、場合によると数千分の一にまで小さくなる。すなわち、Sの値はふつう自由水で0.01～0.35、被圧水で1×10-2 ～1×10-3 のオーダーを持っている。 
そこで、この地域での被圧帯水層でのSは0.3以下であることを考慮し、仮にS=0.3を代入すると、
1/u=4Tt/ r2S

 　 　　   =4×4.84×10-2×5.18×105/0.3×6.4×105

 　              =0.518　となる。
1/u=0.5前後の場合のW(u,r/B)・1/uのWaltonの漏水補給のある場合の標準曲線から、W(u,r/B)=0.05を推定値としたのである。

なお、本文中下線部の0.015、および次の段落の0.005は、0.05の誤りである。
○（本文）
s=0.0796×Q×W(u,r/B) /T

 =0.0796×0.77×0.005/4.84×10-2
 =0.063ｍ
つまり、現況では透水量係数の大きい井戸で、揚湯量が比較的大きいものでは、800 m離れたところへは最大10 cm程度の水位降下の影響を与えていると言うことが分かる。
◎（説明）

　　　W(u,r/B) =0.05を出すにあたり、Sの値は自由水で0.01～0.35であるが、0.3以下として高い方の値を採用し、現計算は誤差を考慮して最大6cm～10cmとしている。

　　　しかし、揚水している大阪層群最下部の深度からすれば、非常に高い圧力を受けているので、最近ではSの値が1×10-2 ～1×10-3 のオーダーが現実的であると考えられ、「最大6cm～10cm」は「最少6cm～10cm」と考えるのが妥当である。
２　報告書「(3) 影響圏800mのところで水位降下量を0.1ｍに保つための揚湯量の計算」中、15ページ1行目から15ページ6行目までに関する訂正
○（本文）
Q=ｓT/0.0796 W(1/u、r/B)
=0.1×1.45×10-4 / 0.0796×1×10-4
=0.170 m3/min
この場合も、日量３，０００m３もの大きな揚湯量でも相互干渉はあまり生じないとの結論である。安全側にはやはり透水量係数の大きいものを基準にすべきであろうか。
　◎（訂正と説明）
W(1/u、r/B)は、W(u、r/B)である。また、「0.0796×1×10-4」は「0.0796×1.14」の誤りであるため、計算結果は =0.170m3/minではなく、=0.00016 m3/minとなる。
したがって、「この場合も、日量３，０００m３もの大きな揚湯量・・・すべきであろうか。」ではなく、「この場合は、日量0.23 m3と非常に少ない揚湯量でも相互干渉が生じる危険があるとの結論である。」と訂正する。
３　その他の正誤表

　上記訂正以外の字句、単位の誤りは下表のとおりである。
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